
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

各
市
町
村
間
の
意
見
調
整
や
議

論
の
積
み
重
ね
に
よ
り
ま
し
て
、

「
環
境
衛
生
組
合
」
の
し
尿
及

び
生
ゴ
ミ
処
理
業
務
、「
串
内

草
地
組
合
」
の
公
共
牧
場
業
務
、

「
富
良
野
地
区
消
防
組
合
と
上

川
南
部
消
防
事
務
組
合
」
の
消

防
業
務
、「
富
良
野
地
区
学
校

給
食
組
合
及
び
上
富
良
野
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
南
富
良
野

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
学

校
給
食
業
務
の
4
つ
の
事
務
事

業
を
平
成　

年
4
月
か
ら
広
域

21

連
合
で
業
務
を
開
始
す
る
こ
と

を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て
、
5

市
町
村
長
の
間
で
確
認
が
な
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
開
始
時
期
を
確
実
に
す

る
こ
と
と
、
準
備
作
業
に
万
全

を
期
す
た
め
、「
広
域
連
合
設

立
」
に
関
す
る
規
約
等
に
つ
い

て
、
今
定
例
町
議
会
に
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。合

併
新
法
は
平
成　

年
度
ま

21

で
の
時
限
立
法
で
す
が
、
国
は
、

そ
の
後
の
合
併
支
援
策
は
と
ら

な
い
可
能
性
が
高
く
、
地
方
分

権
の
受
け
皿
に
な
れ
な
い
小
規

模
自
治
体
の
権
限
を
制
限
す
る

案
も
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
道
と
し
て
は
、
新
た
な
合

併
推
進
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
合
併
へ
の
指

導
強
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
当
面
は
、
圏
域
5
市
町

村
が
共
同
歩
調
し
進
め
て
お
り

ま
す
広
域
連
合
に
よ
り
、
市
町

村
連
携
や
行
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
り
な
が
ら
新
し
い
圏
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
行
財
政
改
革
の
推
進

次
に
、
町
行
政
を
持
続
さ
せ

る
た
め
の
行
財
政
改
革
の
推
進

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

国
の
経
済
財
政
改
革
の
進
展

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
や

地
域
経
済
の
低
迷
縮
小
に
よ
る

税
収
の
鈍
化
、
少
子
高
齢
化
対

策
に
よ
る
福
祉
費
の
増
大
な
ど

本
町
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
地
方
分
権
の

推
進
や
自
治
体
の
再
編
な
ど
地

方
行
政
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
環
境
の
中
で
、
本
町
は
、

い
ち
早
く
財
政
の
健
全
化
を
目

指
し
簡
素
で
効
率
的
な
町
政
の

実
現
に
向
け
て
、
議
会
や
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、「
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

16

18

の
3
年
間
を
行
財
政
改
革
の
重

点
期
間
と
し
て
、
人
件
費
や
補

助
金
、
委
託
料
な
ど
の
大
幅
な

削
減
や
早
期
勧
奨
退
職
制
度
の

推
進
、
組
織
機
構
の
簡
素
化
、

普
通
建
設
事
業
費
の
縮
減
を
は

じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
抜
本

的
見
直
し
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
の
公
共
料
金

の
改
定
、
民
間
の
能
力
を
活
用

し
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運

営
を
図
る
指
定
管
理
者
制
度
を

公
共
施
設
に
導
入
す
る
な
ど
、

「
聖
域
な
き
改
革
」
の
決
意
に

よ
り
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
も
、
平
成　

年
度
に
策

17

定
い
た
し
ま
し
た
「
新
行
財
政

改
革
大
綱
」（
集
中
改
革
プ
ラ

ン
）
に
基
づ
き
、
財
政
の
健
全

化
と
簡
素
で
効
率
的
な
町
政
の

実
現
に
向
け
て
改
革
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
町
財
政
に
負
担
の

少
な
い
国
の
制
度
予
算
を
活
用

し
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
定
住

対
策
、
雇
用
対
策
や
産
業
振
興

支
援
な
ど
、
町
政
の
執
行
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
政
の
維
持

に
向
け
て
行
政
機
関
も
努
力
し
、

ま
た
、
議
会
や
町
民
皆
様
に
も

大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
の
人
口
減
少
や
制
度
改
変

に
伴
な
う
地
方
交
付
税
の
減
収
、

自
主
財
源
で
あ
る
税
収
の
伸
び

が
見
込
め
な
い
本
町
の
財
政
状

況
に
お
い
て
は
、
更
な
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
行
政
体
制
を
構
築
し
、

効
果
的
な
予
算
の
執
行
は
も
と

よ
り
、
政
策
の
選
択
と
集
中
を

強
め
、
住
民
生
活
の
視
点
で
喫

緊
の
諸
課
題
に
対
処
し
、
住
民

の
要
望
に
応
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
25

度
を
目
標
と
し
て
、
町
の
預
金

に
あ
た
る
「
基
金
」
の
取
り
崩

し
に
依
存
し
な
い
中
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
財
政
運

営
の
構
築
を
目
指
し
て
見
直
し

を
進
め
な
が
ら
地
域
の
振
興
発

展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

□
地
域
福
祉
の
推
進

次
に
、
到
来
す
る
高
齢
化
時

代
に
対
応
す
る
地
域
福
祉
の
推

進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

国
で
は
、
超
高
齢
化
時
代
の

社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、「
地
域
と
い
う
視

点
」
や
「
地
域
社
会
の
変
遷
と

社
会
保
障
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
」、「
地
域
と
と
も
に
支
え

る
社
会
保
障
の
構
築
」
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
時
代
に
適
応
し
た

制
度
の
創
設
や
政
策
体
系
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
お
り
、

本
年
か
ら
は
「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
｣
に

よ
っ
て　

歳
以
上
の
方
な
ど
を

75

対
象
に
し
た
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
道
内
全
て
の
市
町
村
が
加

盟
し
設
置
い
た
し
ま
し
た
「
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」
が
、
医
療
給
付
や
保
険
料

の
決
定
な
ど
の
財
政
運
営
を
行

い
、
市
町
村
は
保
険
料
の
徴
収

や
申
請
・
届
出
な
ど
の
窓
口
業

務
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
新
た
に
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
の
新
設
と

関
係
予
算
、
条
例
を
整
備
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
町
の
更
に
加
速
す
る
過
疎

化
と
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、

金
山
・
下
金
山
地
区
の
地
域
課

題
を
踏
ま
え
て
「
地
域
振
興
」

や
「
地
域
医
療
対
策
」、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た
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ま
ち
の
出
来
事

「
老
人
福
祉
施
設
の
民
営
化
」

を
柱
と
い
た
し
ま
す
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
ふ
く
し
あ
」
が

本
年
3
月
、
金
山
地
区
に
お
い

て
完
成
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
運
営
は
、
社
会
福
祉

法
人
南
富
良
野
大
乗
会
が
行
い

ま
す
が
、
現
在
、
開
設
に
向
け

て
諸
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

4
月
に
は
職
員
の
研
修
が
行
わ

れ
、
5
月
に
開
園
し
上
旬
か
ら

利
用
者
の
受
け
入
れ
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
運
営
に
際
し
開
園
当

初
は
介
護
報
酬
の
収
入
も
無
く
、

運
営
に
支
障
を
来
た
す
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
初
動
資
金
に
対

し
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
開
設
初
年
度
会
計
は

収
入
不
足
も
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
決
算
見
込
み
が
出
た
段
階

で
、
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
不
足
額
に
対
し
て
助

成
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

多
機
能
な
施
設
と
し
て
整
備

さ
れ
た
新
し
い
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
ふ
く
し
あ
」
に
併
設

さ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
か
な
っ
ぷ
」
は
4
月
か

ら
運
営
が
開
始
さ
れ
、
西
部
生

活
圏
（
金
山
・
下
金
山
地
区
）

の
高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
施
設
と
し
て
、
南
富

良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
西
部
生
活
圏
に
は
、

新
た
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ふ
く
し
あ
」
が
整
備
さ
れ
ま

す
の
で
、
東
部
生
活
圏
（
幾
寅
・

東
鹿
越
・
落
合
・
北
落
合
）
と

に
分
け
て
、
保
健
福
祉
基
盤
・

医
療
基
盤
の
整
備
を
図
る
な
ど
、

生
活
圏
を
重
視
し
て
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成　

年
度
に
策
定
し
た

17

「
南
富
良
野
町
地
域
福
祉
計

画
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、
町
営

施
設
の
う
ち
施
設
系
サ
ー
ビ
ス

は
社
会
福
祉
法
人
南
富
良
野
大

乗
会
へ
移
譲
し
、
在
宅
系
サ
ー

ビ
ス
は
社
会
福
祉
法
人
南
富
良

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

等
を
行
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
民
営
化
を
行
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
一
味
園
」
は
計
画
ど
お
り

平
成　

年
度
に
大
乗
会
へ
移
譲

22

い
た
し
ま
す
が
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
は
、
本
年
4
月
か
ら

「
一
味
園
」
に
併
設
し
て
い
る

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
く
る
み
園
」
の
管
理
委
託
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
移
譲
を
行
い
、
東
鹿
越

公
民
館
分
館
で
の
「
生
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
西
部
と
東

部
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
と
一
体
化
し
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
民
営
化
に
よ
り

効
率
的
な
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
現
在
開
設
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
重
点

施
策
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
諸
情
勢
の
変
化
を
見
極
め

町
議
会
や
町
民
皆
様
の
ご
意
見

を
い
た
だ
く
中
で
、
庁
内
の
横

断
的
な
連
携
に
十
分
留
意
し
、

効
果
的
・
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
第
4
次
総
合
計
画
を

推
進
す
る
本
年
度
の
主
要
事
業

を
申
し
上
げ
ま
す
。

う
つ
く
し
の
南
富
良
野

瑞
々
し
い
自
然
の
ま
ち

は
じ
め
に
、
自
然
環
境
や
景

観
の
保
全
、
自
然
の
活
用
を
め

ざ
す
、「
う
つ
く
し
の
南
富
良

野
―
瑞
々
し
い
自
然
の
ま
ち
づ

く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

□
自
然
環
境
の
保
全

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
増

加
に
よ
る
近
年
の
異
常
気
象
は
、

地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
が
原

因
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め

国
内
に
お
い
て
も
自
然
環
境
の

保
全
活
動
が
、
官
民
一
体
と
な

り
各
地
で
展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。本

町
は
、
水
と
緑
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

り
、
教
育
や
観
光
に
も
活
か
さ

れ
て
お
り
、
自
然
環
境
の
保
全

活
動
や
そ
の
必
要
性
を
よ
り
多

く
の
方
々
に
広
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
本
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
フ
ォ
レ
ス
ト
タ

ウ
ン
記
念
植
樹
祭
、
北
海
道
日

本
ハ
ム
球
団
現
役
プ
ロ
野
球
選

手
を
招
い
て
の
ア
オ
ダ
モ
記
念

植
樹
や
野
球
教
室
、
滝
川
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
水

源
の
森
創
造
交
流
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、「
山
川
草
木
を


